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　隠れた木の力シリーズ　　　名古屋旭学園の旭キンダーの丘幼稚園新園舎
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部材選定に工夫詰まる

現場との対話がカギ

ランニングコスト抑制が魅力
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カナダ林産業審議会（ＣＯＦＩ）は、ツーバイフォー工法や木質トラス
構造、それらに使用されるＳＰＦ材など、木造建築に関する普及・啓蒙
活動を行っているカナダの非営利団体です。

　ツーバイフォー工法の
　材料供給社リスト
（ディメンション　ラン
　バー）はこちら

カナダ木材製品全般の普及・促進

▷工事名称（仮称）旭キンダーの丘新築工事
▷建築主名古屋旭学園
▷設計・監理ニコム
▷施工杉本組、構造躯体施工＝東海ビルド

▷構造木造（ツーバイフォー工法）耐火構造
▷階数２階建て
▷延べ面積，．平方㍍
▷工期年３月日－年３月日

▷建設地愛知県名古屋市瑞穂区
　田辺通３丁目１の一部、
　の一部、１の一部、１、
　１の一部
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体育館の施工時の様子

　旭キンダーの丘幼稚園新園舎の設
計・監理を担当したニコムの藤嶋三
也設計室次長は木造２×４の良さに
ついて、「木の温もりや柔らかさは
当然として、断熱性が高く、エネル
ギー消費量を抑制できる点にある。
エネルギー代が高くなっているが、
ランニングコストを抑えられること
は大きな魅力だ」と語る。これまで
の木造設計の経験を踏まえ、「木造
は利用者の身体的にも経済的にも良
い。さらに多くの経験を積んでレベ
ルアップし、この知識や経験を次世
代に伝え、広げ、深めていきたい」
と力強く語る。
　ニコムは、年に設立し年、
木造に限らず、Ｓ造やＲＣ造も含め、
福祉施設や老人ホーム、クリニック
などを中心に設計を手掛けてきた。
年に日本ツーバイフォー建築協
会とカナダ林産業審議会（ＣＯＦＩ）
が耐火構造の大臣認定を取得してか
らは木造２×４建築も設計するよう
になった。この年で「毎年コンス
タントに２－３件ずつの実績を積ん
できた」とし、自らも「いろいろな
経験を積み、毎年レベルアップして
次につなげていっている」と語る。
　旭キンダーの丘幼稚園新園舎は、

「たて枠と壁は全て２×６の規格材
（ＳＰＦディメンションランバー）
を使用し、屋根はネイルプレートト
ラスを基本とし、一部遊戯室の屋根
はシザーストラスによるボールト屋
根とした。２階床は主にＴＪＩ（木
質複合梁）とティンバーストランド
（ＬＳＬ）を使っている」と説明する。

　こうした部材選定にさまざまな工
夫が詰まっており、「一般的に２階
床は集成材を使うことが多いが、集
成材は重量が重い。トラスという方
法もあるが、それではトラスの高さ
分、天井高が低くなってしまう。Ｉ
形のＴＪＩであれば、重量は軽い上、
高い強度を実現できる。これで㍍
のスパンを柱なしで飛ばせた」。幼
稚園では、防音性能が重要になるが、
「過去の経験を踏まえ、床や１階天
井に使用する防音材には重量衝撃音
や軽量衝撃音などを防ぐ材料、吸音
や遮音などの機能を発揮する材料を
何種類か組み合わせて採用してい
る」と解説する。
　施工面でも「木造２×４は工程や

施工法がシンプルで、職人も少なく
工期が短くなる。使用する重機の規
模が小さいなど、比較的安全で騒音
や振動、粉じんも少ない」とメリッ
トを挙げる。特に工期については今
回、１年間という園側の強い希望を
パネル化による２×４だからこそ叶
えられた。

　ただ、木造２×４非住宅の施工経
験がある建設会社が地方によって少
ないのも事実。今回の木造構造躯体
を施工した東海ビルドは、長年木造
２×４の施工を担当しており、「コ
ミュニケーションが取れる会社」と
いうものの、それでも「木造の耐火
の方法など、現場監督が分かってい
ても、職人まで浸透していることは
少ない。設計図面に書いてもなかな
か現場レベルには伝わらず、勉強会
を開いてもまだ足りない」という。
そのため、「できるだけ早めに現場
に足を運び、現場の最前線に直接、
的確なタイミングで的確な内容のア
ドバイスをした」と、各工種の工程
の初期段階で直接、現場に施工方法
などの注意点を伝えることに特に気
を配った。
　こうした施工時のノウハウも含
め、木造２×４のメリットの理解促
進と次世代への伝承に今後も注力す
る考えだ。

子どもの椅子や机は直しな
　　　がら長く使い続けている

　名古屋市内で年以上、幼稚園を運営してきた名古屋旭学園が、築後年を迎える
「旭キンダーの丘幼稚園」の園舎をツーバイフォー（２×４）木造に建て替えている。
「元気で、なかよく、たのしく」を教育方針に掲げる國府谷俊盛理事長・園長は、木造を
選択した理由として「温かみがあり、子どもに優しいこと」をいの一番に挙げる。工期、
コスト、敷地制約なども大きな理由だが、〝木〟そのものが子どもに与える影響への期待
を抜きにしては語れない。

完成済みの新園舎（左）と、２期工事中の体育館・管理棟


